４　原の水神・蛇王信仰について
　明治初年のころの原池は、ウグイの渡り場から西に折れて宇谷との境に在る低い丘のすそまで広がり、その西の端に近い南にすり鉢形の深いふちを作り、ふちの上の斜面に、大木の森を持つ水神のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほこら),祠)があった。その祠の創建年代は、そのあたりの字名が水神となっていることから考えて、相当古いことと思われ、昔には、そこに産小屋が建ち、原の婦人は臨月になるとここにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こも),寵)り、産をしたといわれている。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さんじょ),産所)といわれたところであろう。

　水神は、水稲などの作物を生成する神で、多産の神とされ、多くの神々が産をけがれとして忌み嫌うなかにあって、産婦を守る安産の神とされていた。水神に産小屋があったのはそのためであるが、先づ産小屋がなくなり、明治初年の神社改めの時、水神の祠も取り払われた。水神信仰がうすれたためと思われる。産小屋がなくなった時期ははっきりしない。
　ウグイから西の原池は、明治17年の新道開設によって淵は埋められ、人家が建ち、大正3･4年には北にぬける水路が開かれて水が枯れ、今日の状態となった。

　原の本村から低い土橋を渡り東へ進むと、広場があって、そこに蛇王の宝殿が建ち、傍に安永6年（1777）と彫りつけた石灯ろうがある。この宝殿は、もとその近くの丘の上のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がけ),崖)に近い所にあった。境内には、数本のねじれ松が生え、崖の下まで池の水がきていた。蛇王（地名）が今のような平地となったのは、明治37年から38年にかけて行われた原池の埋立て工事に、丘の土をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けず),削)り取ったためである。

　水神の姿は蛇であるとか、水神の使いは蛇であるとかいわれ、蛇王の信仰は水神の信仰とつながるものと思われる。蛇王の信仰では、蛇王を丁重に扱う者に多くの福利を与えるが、粗末に扱う者には大きな災厄を与えるという。今でも、蛇王を信仰すれば、歯痛や頭痛によくEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),効)くが、宝殿をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆ),揺)すぶるなどすれば、大雨が降るといわれる。

　原では毎年、泊の神官を招いて祭りをし、村人が参詣し米銭を献じている。

　明治以前の原池は、老木の茂みに取り囲まれた所が多く、水中には水蓮やヒシ、じゅんさいなどの水草、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふな),鮒)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うなぎ),鰻)などの魚も多く、村人にはかんがい用水や、水産物を与えてくれるが、時には水死や水稲の水浸しなどの災害に遭うこともあった。水神や蛇王の信仰はこうした自然から生まれ、おさわの伝説はその信仰を土台として生まれたものと思われる。

　しかしながら、水神や蛇名に似た神の信仰、産小屋で産をする習俗、池や沼に蛇が住み女となって姿を現わすなどという伝説は、古くから全国的にあって、原だけのものではない。藩政時代の終りごろ（文化年間）に、石脇では祭りの行事として水神清目が行われていたし、現在、泊の大井戸には白竜大神が祀られている。
　松岡布政の『伯耆民談記』に次の記事がある。

　「原の池俗に障の池といふ。昔此の池に大蛇棲みたる所とて、際立ちて百歩余り地形高き所にあり。又池辺にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かきつばた),杜若)生す。花時殊に美事也」。

　また、渡瀨仲蔵著『談片泊村の昔』には、長伝四郎の記録によるものとして、『弥助・おさわの昔話のころには原村は九軒で、弥助の家は、地家の奥の種井津という井戸の上に屋敷があった』とある。『泊村の歴史稿』ほか
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